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1.はじめに
　キッチン・バス工業会が発足した昭和 40 年は、東
京オリンピックが終わり、日本が高度経済成長へ向
かって前進を始めた年でもある。
　こうした経済成長は都会に住む人々の、住まいのあ
り方にも変化をもたらした。そのひとつが、内風呂の
普及であった。
　それまで、家族で銭湯に行くことが当たり前だった
のが、内風呂の普及とともに、銭湯へ行かずとも家庭
でいつでも時間を気にすることなく、お風呂に入れる
ようになっていった。
　それから 40 年たった今では、お風呂のない家な
ど、ほとんど見受けられないほど内風呂は普及して
いる。すなわち、お風呂は台所、トイレなどと同じよ
うに、今では、住まいになくてはならない重要なポジ
ションを占めているのである。それゆえ、お風呂に対
する人々の要望も近年多様化しており、我々は、そう
した要望にできるだけ応えられるように、日夜、商品
開発に励んでいる。
　こうした状況を踏まえ、本稿では最新の浴室の動向
を浴室ユニットを中心に紹介するとともに、今後の浴
室の方向性について言及したい。

2.浴室ユニットの普及
　はじめに、浴室の最新動向を語る上で欠かせない存
在となっている浴室ユニットについて、簡単に触れて
おきたい。
　内風呂の普及とともに市場に登場してきたのが浴室
ユニットである。

浴室ユニットとは、ユニットバスルームとも呼ばれ、
全ての構成部材や部品を工場で生産・加工し、現場で
はこれらの部材・部品を組み立てるだけで完成させる
ことが可能な、プレハブ化された浴室のことである。
　在来工法と比べて、防水工事が不要で工期が短縮で
き、あらかじめ完成状態をカタログやモデルルームで
確認できる等のメリットがあるため、近年、急速に普
及し、その普及率は集合住宅ではほぼ 100%、戸建用
住宅でも 60%以上と言われ、現在も延びつづけてい
る。
　しかし、浴室ユニットにはこうしたメリットも多い
半面、在来工法に比べ、高級感でやや見劣りしたり、
大量生産を前提に規格化された工業製品であるがため、
お客様の好みにあった仕様に変更することが難しい等
のデメリットもあった。
　浴室ユニットが初めて商品化されたのは、弊社が昭
和 38 年ホテル・ニューオータニへ納入したものだが、
それ以降、これらのデメリットを克服するための研究
開発を進め、現在では在来工法と遜色のない高級感の
ある浴室ユニットを製品化している。また、浴槽・壁
材等各部品に豊富な材質、色柄を用意することにより、
人々の多様な嗜好に応えることが可能になっている。
一方、お風呂を快適な空間にするための、浴室ユニッ
トならではの機能や設備を付加した商品も数多く開発
されている。

3.基本機能の充実
　浴室は快適な空間へと変化しつつある。
　その大きな要因は、お客様の不便さや不快感を解消
するための基本機能の充実であろう。
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■全自動給湯機の普及　
　お風呂の準備をする際、一昔前までは、湯加減を確
かめたり湯量を見たりと、いろいろと手間がかかった
ものである。今では、全自動給湯機が当たり前となり、
ボタン一つで湯張りが終了し、しかも、音声で準備完
了を知らせてくれる。また、冬場などは、お湯の温
度が下がれば自動的に追焚きして、常に一定の温度に
保ってくれたり、お湯を使って湯量が少なくなっても、
自動的に足し湯をしてくれる。
　お風呂を使って入浴する場合、これほど便利で快適
な機能はなく、今後さらに、普及が進むものと思われ
る。

■シャワー設備の充実とサーモスタット水栓の普及　
　夏のシーズンや、外出前など時間のない時は浴槽に
お湯をためないで、シャワーだけ使用する人が増えて
いる。特に、若い世代では急速に増加している。こう
した世代が増えている背景には、シャワー設備の充実
とサーモ水栓の普及がある。今やお風呂にシャワーは
当たり前の時代になってきており、シャワーの温度調
節もサーモスタット水栓のおかげで手間取ることがな
く、簡単かつ快適にシャワーを使えるようになってい
る。その一例として、図 1に示すものは、上下する
アームからシャワーが出てくる最新のシャワーシステ
ムである。

■ユニバーサルデザインの普及　
　ユニバーサルデザインという考え方は、すでに、社
会に広く浸透し、さまざまな商品や施設に適用されて
いる。浴室ユニットについても 10 年ほど前から、こ
うした思想を取り入れ、入り口の段差解消、洗面器置
台や手すりの設置、浴槽へ出入りの際の適正なまた
ぎ高さの設定等、さまざまな仕様を折り込んで、高齢

者だけでなく、一般の人にも安全で使いやすい浴室に
なっている（図 2参照）。

■湿気の解消と換気・暖房・乾燥機能の充実　
　浴室特有のじめじめ感を解消し、カラリとした浴室
を実現したのが弊社の浴室ユニットに採用しているカ
ラリ床である（図 3参照）。
　浴室ユニットの床はプラスチックでできているため、
水滴が残りやすく翌朝までに乾かないことが多いとい
う問題があった。
　これは素材特有の性質に起因しているため、なかな
か改善の糸口がつかめなかったが、床の表面に細かい
溝を切り、その溝に水滴を誘引して、ゆっくりと途切
れさせずに排水させるというメカニズムを使うことに
よって、乾燥性能を大幅アップさせることに成功した。
各メーカーとも、現在、類似技術を採用しており、こ
の技術は業界の標準になりつつある。
　一方、浴室はお風呂へ入るための部屋という固定観
念を覆したのが、換気暖房乾燥機である。これは、換
気扇と暖房・乾燥機が一体となったもので、浴室の換
気を行って湿気を除くだけでなく、梅雨時など洗濯物
が外に干せない場合に、浴室へ洗濯物を干して、乾燥
運転させることで、翌朝には乾燥してしまうという画
期的な商品である。

図 1●シャワー・ド・バス
（INAX：i-bath カタログ 2003・12月版）

図 2●ユニバーサルデザインの例
（東陶機器 : フローピアカタログ 2004・7月版）

図 3●「カラリ床」
（東陶機器 : フローピアカタログ 2004・7月版）
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　マンションなどのように、浴室に窓がとれないよう
な浴室ユニットに広く採用されてきている。
　また、暖房機能もあわせもつため寒い冬場の入浴前
に運転しておくと、浴室が適温に暖められ快適に入浴
ができる。

■広さへの工夫　
　従来の浴室は 3/4 坪が一般的な広さであり、まだ、
大半が 1坪以下である。
　そのため、浴室を狭く感じている人も多いが、最近
の浴室ユニットの販売傾向を見ると、1.25 坪以上の
浴室も全体の 2割程度を占めるようになり、徐々に
大型化の傾向が見られる。
　やはり、お風呂は足を伸ばしてゆったりと入りたい
というのが万人の願いであろう。増改築時には少しで
も広くという人々への要望に応え、最近の浴室ユニッ
トでは、アーチ型の天井を採用したり、壁構造を工夫
するなどして、同じ設置空間を少しでも広くしようと
する試みがなされている。

■リフォームへの対応
　新設住宅着工戸数が伸び悩むなか、リフォームは増
加の傾向にある。特に浴室、キッチン、トイレ、洗面
所等の水廻りのリフォームは、今後もさらに増えてい
くことが予想される。増改築の場合には、できるだけ
早く工事を完了してお客様に使用してもらうことが必
要となる。そのため、搬入や施工性の良いリフォーム
用の浴室ユニットという商品も開発されている。
　この浴室ユニットの特徴は、内側から組み立てられ
ることはもちろんだが、床パンを分割した仕様にして
搬入性を良くしたり、配管の接続を容易にするために

床パンに大型の点検口を設けている（図 4参照）。
　こうした工夫を施すことにより、既存の浴室を解体
して新しい浴室ユニットを完成させるまで、わずか 1
～ 2日でできるようになってきている。

4.「身体を洗う空間」から「癒しの空間」へ
　ストレスの多い現代社会では、温泉やホテルのエス
テ、身近なところではスーパー銭湯やクイックマッ
サージ、リフレクソロジーなど、癒しの施設の人気が
年々高まっている。
　明日への活力を生み出すためには、日常生活から離
れ、心身を癒すためのひと時を過ごすことが必要であ
るということを、現代人は身をもって感じているので
ある。
　「あなたにとって癒しとは」というアンケートに対
しての一番多い答えは、「お風呂に入ること」という
複数の結果が出ている。その他の答えとして家族との
コミュニケーションやペットなど、いろいろあがって
はいるが、やはり最も身近な癒しはお風呂なのである。
一日の疲れを汗とともに洗い流し、お湯に浸かった瞬
間に出る「あーっ」というため息、お風呂は誠に極楽
気分になる。
　浴室の設備は、「身体を洗う空間」としての基本機
能は前述のようにほぼ満足のいくものになってきた。
さらに、気泡浴槽や調光照明、浴室用テレビや音楽な
ど癒しを狙いとした付加機能も次第に一般化しつつあ
る（図 5, 6, 7 参照）。
　これからの浴室は、身体を洗ったり温めたりする空
間から現代人が求める「癒しの空間」へと変化を遂げ
ることになるであろう。一般家庭で水中照明を付けた
いという要望が増えつつあるのも、その一端と言えよ
う。
　お風呂はなぜ癒されるのだろうか。身体が温まりリ
ラックス感を司る副交感神経が刺激されたりお湯の浮

図 4●洗い場がそっくり蓋になる「大型床点検口」
（東陶機器 : リモデルバスルームカタログ 2004・2月版）

図 5●美泡湯
（松下電工：NAIS バスルーム 2004・2月版カタログ）
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力で全身の力が抜けるため、心身の緊張が解きほぐさ
れるからである。浴室は、布団の中と並び、心身のリ
ラクゼーションには最高の環境である。
　温泉の露天風呂や高級ホテルでのエステが究極の癒
しと言われるのは、自然や高級設備に包まれた非日常
感が、精神的な安堵と優越感を生み出すためであろう。
住居における浴室も非日常感のある究極の癒し空間に
近づけたいと考えている。
　そのヒントは人間が有する五感にあると思っている。
視覚、聴覚、触覚、臭覚、味覚であるが、その中でも
住宅設備メーカーにとっては視覚が一番重要であり、
次に聴覚であろう。浴室・浴槽のデザイン、照明、音
を駆使し、一歩浴室に入れば、そこには非日常的な異
次元の癒し空間が存在するような世界をつくりあげて
いきたいと努力している。
　癒しの空間としての具体例をいくつか示してみる。
図 8は戸建用システムバスの最高級バージョンであ
り、図 9は高級注文住宅で採用が増えている間取り
もデザインも自由に設計できる在来施工浴室の一例で
ある（スーパーエクセレントバス、背景は合成）。図 10
はタワーマンション最上級クラスの高級物件を想定し
た提案例であり、豪華さではなくコンテンポラリーモ
ダンのテイストを有した洗練されたシンプルデザイン
を目指している。

5.さらに「健康増進・美容の空間」へ
　癒しはどちらかというと受動的であるが、積極的に
浴室空間を利用しようという動きが、女性を中心に広
がっている。
　特に、ここ数年は健康がキーワードとなり、入浴法
として半身浴がブームとなっている。こうした変化に
応じて、現在では、浴槽も半身浴ができるような、ス

図 6●ヒーリングライト
（松下電工：NAIS バスルーム 2004・2月版カタログ）

図 7●浴室用テレビ
（松下電工：NAIS バスルーム 2004・2月版カタログ）

図 8●最近の戸建用システムバスの例
（東陶機器：フローピアカタログ 2004・7月版）

図 9●スーパーエクセレントバス
（東陶機器 : 総合カタログ 2004版）

図 10●マンション提案モデル
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テップ付きの浴槽が標準になっている（図 11参照）。
　半身浴で汗をかき、健康や美容に役立てようという
若い女性の中には、半身浴をしながら雑誌を読んだり
お肌のお手入れをしたりと、1時間以上浴室で過ごす
人もいる。また、軽いエクササイズやストレッチをす
るなど、普段の運動不足を浴室で補う人もいる。共通
のキーワードは「お風呂で汗」。
　サウナがそうであるように、浴室で汗をかくことは、
不快というよりはむしろ健康や美容の証しとして受け
入れやすいもののようである。
　このような生活者動向を踏まえ、弊社では、浴室で
手軽に短時間に汗をかくことができる入浴方法を検討
し、発汗生活シリーズというシステムバスを発売した
（図 12参照）。
　半身浴の状態で専用風呂蓋を閉め、スチーム発生装
置により浴槽内をスチームミストで満たす新しい入浴
スタイル（発汗浴）を提案している。顔には涼風があ
たり、サウナのように頭部が高温にならないため、快
適に汗をかくことが可能である。もちろん普通の入浴
もできるため、「おうちでエステをしたい」という女
性に、好評を博している。また、太りすぎやいろいろ
な生活習慣病が気になるお父さんにもありがたい機能
である。

6.終わりに
　以上のように浴室は、時代とともに確実に変化をし
ている。今後は、お客様により便利で快適な空間と感
じてもらえるよう、ますます、基本機能の充実を図り、
さらには、癒し、健康増進、美容への空間へと進化さ
せるべく新たな提案を行っていきたい。

図 11●ステップ付き浴槽
（松下電工：NAIS バスルーム 2004・2月版カタログ）

図 12●フローピア「発汗生活」
（東陶機器 : フローピアカタログ 2004・7月版）




